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３． 議事 

①千葉県の復旧作業状況等について 

（千葉県） 

【資料１】 

②ＪＲの復旧作業状況等について 
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【資料２】 

③その他 

（千葉県） 

【資料３】 

４．閉会 
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資料１ 千葉県 

 

 

 

 

千葉県の復旧作業状況等について 



写真：１０月２２日時点

県道２８７号 袖ケ浦姉崎停車場線（袖ケ浦市久保田・市原市椎津）の復旧状況

② ③ ④①

擁壁背面及び路面の土砂撤去中（県）仮設防護柵設置中（県）軌道及び路面の土砂撤去（JR）

②

③

④

進入路

←至市原市 至袖ケ浦市→

①

写真：１０月４日時点

県施工

JR施工

仮設防護柵等

擁壁背面及び路面の土砂撤去中（県）



②

③

④

進入路

県道２８７号線 袖ケ浦姉崎停車場線（袖ケ浦市久保田・市原市椎津）の復旧方針

土砂搬出

③ ④

JR施工

県施工

←至市原市 至袖ケ浦市→

①

①

土砂搬出

JR施工

県施工

JR施工

県施工

JR施工

県施工

１．県道及び鉄道に流入した土砂の撤去
２．法面上部への仮設進入路の造成
４．一部区間において崩れ残り土砂の叩き落し・撤去
３．JRへの土砂流入を防止する仮設防護柵設置
４．残る崩れ残り土砂の叩き落し・撤去

写真：１０月４日時点

【施工手順】

県施工

JR施工

凡例： 仮設防護柵等の設置位置

仮設防護柵等

【JR早期運転再開に向けた取り組みの好事例】
１．速やかに関係地権者から施工承諾を得て早期に工事着手
２．４工区では、２方向から仮設進入路を確保し、効率的な崩れ残り

土砂の撤去
⇒JRによる軌道内の土砂・倒木撤去に早期着手でき、大幅な工期短縮
に寄与。

３．JR工事が円滑に進むよう施工ヤードや作業分担を調整
・軌道内の土砂を大型土のうで県が再利用することで、 JR側の搬出作業の

               効率化に寄与。
・県が道路啓開後、県道側から県が大型重機を投入し、JRの重機では撤去
困難な倒木の撤去を行い、作業の効率化が図れた。

１．県道及び鉄道に流入した土砂の撤去
２．法面上部への仮設進入路の造成
３．崩れ残り土砂撤去のための仮柵の設置
４．崩れ残り土砂の叩き落し・撤去
５．JRへの土砂流入を防止する仮設防護柵等設置

⇒11/6に全区間設置完了予定

JRの早期運転再開に伴う施工手順の変更

運転再開を優先に
するため前倒し

ここの肉付けのセリフが欲しいです…

１０月１７日時点 １０月１７日時点

１０月１７日時点 １０月１７日時点

【仮設防護柵設置イメージ】

１・２工区（市原市側）

②

３・４工区（袖ケ浦市側）



  

資料２ JR 東日本 

 

 

 

 

ＪＲの復旧作業状況等について 

 



内房線 姉ケ崎～長浦駅間の
復旧状況等について

東日本旅客鉄道株式会社

1

2026年10月23日

第3回 地方連絡調整会議



① 内房線 姉ケ崎～長浦駅間の被害状況

◆平面図

蘇我方
安房鴨川方

箇所④箇所①

箇所② 箇所③

箇所① 箇所② 箇所③
箇所④

県道287号 内房線 椎津川

◆被害状況（画像）

◆主な被害内容

崩壊土量 ： 約1,800m3（道路への流出分含む）

約70m

約40m

約４００m３

約105m

約150m3

約１５０m３

約85m

約1,１００m３
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早期復旧を実現した工夫

② 内房線 姉ケ崎～長浦駅間の復旧スケジュール

JR
電柱建植

JR
県道を活用した
電柱基礎新設

3

千葉県
土砂撤去（県道）

JR
土砂・樹木撤去
（県道より）

■ 安定した天候
・ 復旧作業着手後、降雨等による休工が無く連日の作業が実現

■ 千葉県とJRの役割分担

・ 千葉県は県道と斜面、JRは線路内作業に役割を分担
・ 県道側から大型重機を活用し、線路内の倒木や土砂を効率的に撤去
・ 千葉県による不安定土砂の早期撤去

■ JR内の復旧工程の最適化

・ 保線・土木・電力・信号通信の復旧工事の作業進捗と今後の作業予定を緊密に共有
・ 安全を確保したうえで、可能な作業を並行して実施することで復旧工程を短縮



運転規制の見直し

③ 安全対策

4

• 土砂崩壊が発生した箇所に対して、千葉県で対策工事を進めています。

• 運転再開にあたり、当該区間の降雨時の運転規制基準をより厳しく設定することで、
早期に運転規制を行います。

大雨に対する取組み｜JR東日本なるほどQ&A Guide：JR東日本

https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/rain.html/
https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/rain.html/
https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/rain.html/
https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/rain.html/
https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/rain.html/
https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/rain.html/
https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/rain.html/


（参考）内房線 姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況

工区①：17k000m付近

起点方（姉ヶ崎）より撮影
着工前

起点方（姉ヶ崎）より撮影
10月16日
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工区①：17k000m付近

線路内より撮影
着工前

線路内より撮影
10月16日
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（参考）内房線 姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況



工区②：17k195m付近

起点方（姉ヶ崎）より撮影
着工前

起点方（姉ヶ崎）より撮影
10月16日
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（参考）内房線 姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況



工区②：17k195m付近

線路内より撮影
着工前

線路内より撮影
10月16日
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（参考）内房線 姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況



工区③：17k330m付近

起点方（姉ヶ崎）より撮影
着工前

起点方（姉ヶ崎）より撮影
10月16日
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（参考）内房線 姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況



工区③：17k330m付近

線路内より撮影
着工前

線路内より撮影
10月16日

10

（参考）内房線 姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況

〇 上部に落ち残り有



工区④：17k550m付近

起点方（姉ヶ崎）より撮影
着工前

起点方（姉ヶ崎）より撮影
10月16日
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（参考）内房線 姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況



工区④：17k550m付近

終点方（長浦）より撮影
着工前

終点方（長浦）より撮影
10月16日
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（参考）内房線姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況



工区④：17k550m付近

線路内より撮影
着工前

線路内より撮影
10月16日
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（参考）内房線姉ケ崎～長浦駅間の被害・復旧状況



  

資料３ 千葉県 

 

 

 

 

シェアサイクルの状況等について 

 

 

 



姉ケ崎・長浦間におけるシェアサイクルの運用状況について
鉄道運休中の移動を支える自転車による代替交通の実証の取組

1 

長浦ポート 
臨海自動車駐車場 
長浦駅から徒歩 約5分 

姉ケ崎ポート 

西口２号公園

想定ルート 約6.5km 

国道16号自転車歩行者道経由 
        ／自転車 約30分 

関東地方整備局千葉国道事務所

JR・千葉県・市原市・袖ケ浦市

OpenStreet(株)

シナネンモビリティPLUS(株)

実施

協力

姉ヶ崎駅から徒歩 約３分 

01 / 02

10月14日

1３0台で運用開始 ⇒ ３００台へ拡大
姉ケ崎ポート２０台、長浦ポート１１０台

10月1６日

※国道16号の歩道は自転車歩行者道 
  交通ルールを順守し、自転車も走行可能 

2 

地図：国土地理院淡色地図／緑線：想定ルート（概略） ※徒歩・走行時間は概算。

利用方法・料金

HELLO CYCLINGアプリで会員登録・予約・貸出・返却

実証ステーション間は無料
（姉ケ崎・長浦間は無料。一定時間を超える場合は有料）

利用方法・条件は利用案内で確認

安全・運用・検証

国道１６号の歩道は自転車歩行者道（歩行者優先・自転車通行可能）

ヘルメット着用、歩行者優先、信号・一時停止の遵守

車両の偏りに応じた回送、充電・点検を実施

利用実績・所要時間・満車や不足等を把握し運用改善

利用台数の推移

平日の運用台数は順調に増加、延べ約2,600台の利用
運用当初：１７４台／日 ⇒ 直近利用台数：426台／日

休日



利用状況、利用促進の取り組み、今後の展開

02 / 02

通勤通学での利用

利用者のピークは朝夕
通勤・通学利用が多い

安全通行・交通ルール順守

走行環境の整備
ヘルメットの貸出

鉄道利用者への周知

姉ケ崎・長浦駅での掲示
県・両市職員による周知

今後、有効性や導入条件を整理

利用実績

所要時間や利用回数など

移動への効果

代行バス等からの転換、

アンケート調査（利用者評価）


